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仙道秘伝黄庭脳開発修炼の八大心理状态 
 

著者：梁 蔭全 

 

 黄庭門人の仙道秘伝修錬は 

必ず真面目な修錬であり、 

その修錬の効果も標準でもある。 

今日は一つの提案があり、 

皆さんが立ったままの姿勢で 

私の話に耳を傾けてください。 

今日の話の内容は 

修錬者の８つの心理状態。 

この内容には２つに分ける。 

一つ目は自己修養の心理状態。 

二つ目は実践する時の心理状態。 

一つよく聞いた言葉： 

やりたくないことを他人にしないでください。 

逆に自分が好きな、実際に使用良いものが 

他人を助けるために 

 どんどん使っていいでしょう。 

修錬者の 8 つの心理状態は次のとおりであり： 

深く、遠く、幽（人里離れた山）、寂、 

高く、渺（広く）、遼（広大でオープン）、曠（伸び伸びの拡大）。 

その８つの心理状態中には、 

ポイント（点）と面にわけられる。 

ポイントには深く詳細であり、 

面には無限に広いである。 

 1.ポイント（点）の最初の心理状態—深い 

深い練習する方法は？ 

「深い」とは、単に中に入ることではなく、 

非常に内側にいることである。 

「深い」とは、物事に対する物事の見方でもある。 

修錬するとき、透磁率が必要だ。 

自己修養の観点から、 

私たちの元神（魂）がただ感じることではなく、 

または、エネルギー、気の塊、光の塊も感じる。 

ですから、深く浸透力（透磁率）が大切なこと。 

透磁率のみ、探求したい目標について 

深く話し合うことができ： 

それが光、エネルギー、 

または元神（魂）であるかどうかに 

かかわらず、1 つになる。 

透磁率がない場合は、 

ドリルインを続けても、非常に深くドリルしでも、 

実際に浸透することなく、表面に止まったまま。 

まるで岩の上にいるように、 
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あなたは石に穴を開け、 

この穴は石の奥深くに入り、 

それでもこの穴が石の表面に止め、 

石の精髄に触ってない、 

ただ石の内面（表面の場所）に変わっただけ。 

体の奥深くまで入りたいのなら、 

私たちは皮膚の表面から骨髄に行き、 

DNA の奥深くに行き、 

2 つの DNA と一緒に回転しましょう。 

あなたの意識が体内に入らないと、 

当然まだ表面にいて、 

体の内側の表面に入ると、 

まだ DNA の表面にいる。 

 だから、意識的に深く修錬することは大事だ。 

意識は私たちのエネルギーであり、 

私たち修錬の主題でもあり、 

そして、私たちの修錬にとって最も重要な技術でもある。 

私たちの生まれつきな精神（魂）も意識の一部で、 

それだけではない。 

意識には、表面意識、深い意識、潜在意識など、 

含まれている。 

それは三魂七魄（3 つの魂と 7 つの魄）とも言われている。 

七つの魄が人間の形をコントロールし、 

三つの魂は人の精神を支配する。 

   
練習するとき、どのように浸透するか？ 

たとえば、私たちは腎臓の神々を練習するとき、 

先に腎臓の表面に入り、 

さらに腎臓の内面に侵入、 

それはただ腎臓に入るだけ。 

腎臓は無数の細胞で構成されていて、 

一歩進んでみて、血管、細胞、神経などがある。 

しかし、多くの人がここで立ち止まり、 

前に進まられない。 

  
透磁率とは何でしょう？ 

それは私たちが修錬する時、 

自分の意識が細胞の中に深く入り、 

一体になること。 

これは古代では「入魂」と呼ばれていたが 

現在、この魂は神にも言われる。 

もちろん、神にも多くの神々に細分される。 

とにかく、修錬者の最初の心理状態は 

「深い」と言う事であり、 

また最初の技術である。 

 深く入り、大きなものには外側がなく、 
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小さなものには内側がないようにしましょう。 

私たちの意識は深く浸透している事を 

忘れてはなりません。 

私たちが練習しているとき、 

9 日で一つの段階に分けて良い、 

数として 9 を取り、2 つの 9 は 18 で、 

2 つの 18 は 36 で、2 つの 36 は 72、 

72 と 36 は 108 でしょう。 

9 は最も陽の数で、 

36 は天罡星の数で、72 は地煞星の数である。 

例えば、 

腎臓を 9 層、18 層に分割することもできる。 

36 層、72 層、108 層、 

層ごとに、浸透し続けて行く。 

それはただ入っているだけではない。 

  
私たちは自分の黄庭内神を修錬する時に、 

黄庭が中心であり、 

黄庭がいたるところにあり、 

つまり、黄庭がすべて物のセンターにあるでしょう。 

経書「黄帝内経」は黄庭の内なる風景と技術であり、 

書中、何千もの世界を 

操作するためのガイダンス、方法も載っている。 

「経」は誰もが読む経典ではありません。 

ここの「経」は「径」と同じ、 

道路、方法の意味である。 

 

つまり私たちの最初の心理状態は、 

深く浸透して魂と融和し、一体になることで、 

これも最初のステップのテクノロジーでもあり、 

さらに深く掘り下げる必要があるでしょう。 

  
これは自己修養にも当てはまり、 

患者の治療にも同じことが言える。 

例えば、高血圧を治療する時、 

最初には患者の 2 つの腎臓を治療する。 

腎臓は水属し、水の色は黒、 

金は水を生かす、水は木を養い、 

木は火を生かす。 

金は肺で、木は肝臓、火は心臓。 

だから、高血圧を治療する時、 

先に彼の心臓と肺を 20％の念力で治療すること。 

次に、20％の念力で彼の肝臓を治療すること。 

肺は金に属する、色は白い、 

宇宙の輝く白い光で、 

彼の肺をきれいに掃除しましょう。 
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それから肝臓に、肝臓は木に属する、 

色は緑で、緑の海を想像してから、 

クリーンアップする。 

そのあとに、60％の念力で 

患者の腎臓を治療し、 

レイヤーごとにクリーンアップしましょう。 

時間がないときは 9 層を掃除し、 

時間があれば、18 層、36 層、72 層、108 層、 

ステップバイステップで、 

腎臓にステップバイステップで。 

彼の腎臓を彼の最も健康な 10 歳から 20 歳の間に 

活力あふれる成長期に戻してください。 

  
では、なぜ 10 歳になる前に戻らない？ 

10 歳になる前は安定していないので、 

さまざまな要因もあるから。 

では、20 歳以後はどう？ 

20 歳以降陽気が段段弱くなって、 

陰気が徐々上がりつづき、 

30 歳の時、ゆっくりと下り坂になるでしょう。 

だから私たちは近づきすぎることはできない。 

もし、あなたが 10 歳と 20 歳のとき、 

腎臓はすでに悪い、どうすれば良い？ 

関係ありません。 

私たちは最初に運を変え、 

後で運命を変える方法を使い、 

彼に 10 歳と 20 歳で最も美しいものを与えましょう♪ 

最も重要な腎臓に私たちは深く浸透的に、 

彼のブラックライトの海—腎臓を掃除しましょう。 

もともと黒が嫌いな人もいるが、ひどく好きな人もいる。 

世の中に黒と白のリーダーが出てき、 

黒と白の服を着ていた。 

ゼブラパターンは常に世界で最も人気のある要素。 

しかし、黒と白は調和の観点から相互に対立していて、 

そのため、通常は代わりにダークブルーを使用する。 

あなたが黒を恐れていないなら、 

腎臓が水を支配し、水が黒を支配するのが、 

これは問題がないでしょう。 

私たちは黒いホラーが好きではない、 

しかし、誰もが黒い宝石が好きだから、 

その場合、黒い宝石の光をお勧めしましょう 

  
つまり、1 つのテクノロジーをよく知ってから採用し、 

それで修錬することは決して難しいことではない。 

魂をつかむと、魂で体内の神々を動かされる。 

そして、体内の神々を分けて、 
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一つ一つに区域的に分割して練習すること。 

たとえば、地球には中国、アメリカ、イギリスなどがあり、 

すべての国には首都や、リーダーがあり、 

首都には色々な部門、部下､人民があるように、 

 同じことが体にも当てはまる。 

私たちは魂をコントロールし、 

その魂に目を光らせてください！ 

「黄庭内景経」が誕生以来、 

千年以上を経て、色々な変化があった。 

魏華存夫人の前で、 

「黄庭内景経」の様々な技術的手法がすでに存在した。 

魏華存夫人はそれを要約して、 

仙人の世界によってみんなへ伝えていた。 

彼女は悟りを開いた人で、 

人から修錬して仙女になった。 

  
長い年月には、文化の違い、 

この本の理解の異なるになるでしょう。 

「黄庭内景経」の最大の教えは道教と道教の人物である。 

しかし、彼らは「黄庭内景経」に多くの変更を加え、 

多くの間違った説明もなされてきた。 

しかし、それは問題にならない、 

神は道教を祝福するから、 

この本のメインラインは乱雑ではありません。 

練習する時、本質を見なければならない。    
次に、間違ったものを削除し、 

既存のテクノロジーを入力し、 

それを使って自分で練習したり、 

他人の病気を治すことができる。 

私たちは、修練することより 

この最初のテクノロジーを使用することができ、 

魂に深く浸透していくことになるでしょう。 

  
2.ポイント（点）の 2 番目の心理状態—遠い。 

この「遠い」は、誰もが遠くまで 

飛行機や車を運転していくと言う意味ではない。 

銀河の直径は 10 万光年であり、 

地球と天の川の中心との間の距離は 2.8 万光年である。 

今では望遠鏡で 400 億光年を見ることができ、 

十分に遠い。 

しかし、これは私たちが言ったこととはかけ離れていて、 

それは表面から遠く離れた、 

ただの表面的な遠いである。 

 「遠い」とはどういう意味でしょう？ 

それは 3 つの部分に分けることができる： 

無限の遠い過去と遠い無限の未来、 
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この 2 つは理解しやすい。 

もう一つは、 

無限の現在、遠い現在と言うのは理解難いかも。 

この“現在”はどこまで？ 

さらに言えば、私たちが今、立っている、座っている、 

私たちの体が知ることができるのはただ今である。 

過去は無限に過ぎ去った、 

未来には無限の未来がある。 

だから今、誰もが立っていること、 

その毎秒のことが現在である。 

では、“現在”どうして遠い？ 

例えば、私たちはここに立ってその場で沈み、 

その時、一秒一秒の中には無数のスペースがある。 

ここまで、なぜ私たちは感知、理解できる？ 

あるいはなぜ私たちはそのエネルギーを察知できる？ 

この説明は私たちの“三魂七魄”（3 つの魂と 7 つの魄）を 

使わなければなりません。 

三魂七魄の中の爽灵で説明しましょう。 

私たちは自分を一つの環境に置いていて、 

すべての考えをオフにしてから、 

魂に潜入して現在を見つけましょう。 

その「現在」というのは、一秒一秒の遠隔感であること。 

それは無限の過去と同等ではありません、 

また、無限の未来と同じではない。 

道教のことわざがあり： 

“心は死んで生きている。”（心死神活） 

心は後天的な感情、色々な感覚であり、 

知識と経験であり、私たちはそれらを閉じる。 

もう一つ同じ意味の言葉がある： 

“人生はリテラシーが始まると 

魂が愚かに陥ちることも始まる。” 

（人生識字糊涂始） 

この愚かは、社会の生存の知恵の不器用ではなく、 

魂のことであり、 

魂の色々な生まれつき感覚が 

閉じられているということだ。 

だから、私たちは生まれた後獲得した 

色々な感覚や知恵、経験（心）を閉じる必要である。 

魂（神々）は心が死んでいるときにのみ生きることができる。 

神は生きている、神はただ眠りに落ちた、 

あるいはまったく眠らなかった、 

それはただ後天的な雑音によって魂の影が薄くなっただけ。 

  
取得したものをすべて手放したいが、 

どうやって手放すの？ 

とても簡単である。 
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あなたの家、家族、 

あなたの経験、評判、地位、 

あなたの現在の名前、身分も 

全部手放しすれば、あなたの神は生きていて、 

意識も生きており、そして爽灵も生きているだ。 

  
遠いの「遠」どう理解するの？ 

この「遠」は空間の A から B までの平面な距離ではなく、 

時間の過去ではなく、未来でもない。 

この「遠」は点から、面から、3 次元になることをできたら、 

病気の治療に非常に役立ちことである。 

  
たとえば、糖尿病患者の治療に。 

私たちは遠い過去を使って、 

彼を層ごとにきれいにした。 

主に背中の胃と膵臓の治療に焦点を当て、 

彼の循環器系、微小循環器系、そして消化器系の一部。 

透過性に加えて、この「遠い」を使って、 

彼の過ぎ去った無限の過去を追いかけて、 

過去に引き起こされたすべての損害を消散させるようにする。 

次に、未来に起こる要素を取り除くこと。 

今日の高血糖を取っていて、 

明後日の高血糖状態も彼のために遮断されている。 

途中に「遠い」テクノロジーを使用し、 

現在の病変を分散させている。 

この方法を使用する場合 

誰もが神を実践する上で 

優れたスキルを持っている必要があるでしょう。 

したがって、血糖値を下げることができる。 

だからすべての心理状態と精神状態の修錬には 

自分で練習できるだけでなく、実用化も可能である。 

  
3.ポイント（点）の 3 番目の心理状態—幽。 

幽と言うは、山の奥深くに行くことを意味すること。 

深く入り続け、左右に山があり、 

人里離れた場所にいるということ。 

私たち自身の体の練習から、 

その“幽”を感知することができる。 

たとえば、建物に入ると、 

中の一番大きな部屋に歩いて、 

この部屋は間違いなく建物よりも小さい、 

部屋に余裕があれば、 

中の部屋は外の部屋よりも小さくなければなりません。 

それは物理的な状態でもある。 

  
しかし、私たちは黄庭内景功を練習するときは、 
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その逆である。 

例えば、目の神を修錬する場合、 

左右の目の神には、私たちの意識、私たちの爽灵、 

私たちのインスピレーション、オーラ、 

また目に入るさまざまな映像や行動、 

それらは目の自体よりも大きいでしょう。 

もう 1 つのレベルは、層のこと： 

9 層、18 層、36 層、72 層、108 層、 

レイヤーごとに移動し、 

各層は外界の 2 倍の大きさである。 

だから、“太陽神功”と言う練習法を修錬する時、 

たとえ目がよく練習されていても、 

それは最初の一歩にすぎません。 

その続きはもっと面白いことであるから、 

もっとこの目のスキルを練習して良いでしょう。 

レイヤーごとに、さらにワイドに移動することになり。 

“幽”の安静は無限の静かであり、 

終わりのないものである。 

108 層を過ぎても、360 層になる可能性もあり、 

999、1080、10800 も可能でしょう。 

好きなように、生き生き的に、活発に練習してください。 

練習し続けていた所で 

あなたの体内に DNA の世界が 

自然にあなたのためにドアを開けているでしょう。 

「黄庭内景経」を何度も読みましょう、 

中にはそのような記録があった。 

  
つまり、「幽」は自分の魂を育むために使われるものである。 

だから、体の中の神々はとても重要なことである。 

また目の神の話に戻って、 

目の修錬する時、すべてのスペースで貪欲にならないで、 

エネルギーがいっぱいになると、自然に光が現れ、 

光の後ろのライトフィールドを壊さなければならない、 

壊れた後、光の後ろには 

もっと大きな世界が現れるでしょう。 

 人々の肉体や意識も、とても素晴らしい、 

それは本当に無限の宝庫である。 

 

以上で類推によって学ぶ、 

この第三部分の“幽”は、また、病気を治療したり、 

特定の事を明確に確認したりするためにも使用される。 

それは儒教の重要な方法である“格物”とは異なる。 

“格物”は探求事物の原理や法則である。 

儒教の格物は人々の心に深く根付いていたが、 

表面的なものである。 

道教の“幽”、「黄庭内景経」の静けさと比較したら、 
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小学生と大学生の違いのようなものでしょう。 

  
儒教の格物の研究もとても楽しい。 

儒教の学者は読書に加えて、 

さまざまな物体の観察することを主張していた。 

だから王陽明は聖人になりたいと思っていた時、 

彼が始める方法は竹を見ることで、 

昼も夜も「竹を研究する」ために頑張っていた。 

7 日間続けてそれをした後、 

彼を待っているのはまだ失敗した事だ。 

儒教には意欲的な学者が、役人になると、 

いろいろなものをはっきりと見る必要があり、 

はっきりと見えない場合は害を及ぼし、 

はっきりと見える場合は人々を助けていた。 

  
どのような方法が使用して、 

物事の法則を探求できる？ 

今日は竹をよく勉強していた、 

竹もいらない。 

次に、ボウルを研究して、 

ボウルの前、後ろ、左、右もクリアし、 

ボウルは不要になり。 

その次、スツールを使って研究して、 

1、2 か月間見て、 

スツールの前面、背面、左側、右側を把握した、 

スツールの構造、 

安定性、機能などは胸にはっきりしていた、 

又、グリッドに変更し、 

箸をリンゴに変更した…… 

今日は一つ、明日は一つ、 

いつかあなたは目の前に見えるものを意識するでしょう。 

それは胸に明らかになる： 

その起源、その流れ、生と死・・・ 

すべてに生と死だ。 

私たちが使用しているオブジェクトを含めて、 

使うペンや本、家などなども。 

  
今日は一つ、明日は一つ、すべてが明確的に。 

もともとこの研究は続けられましたが、 

それは宇宙の本質に直行することができる。 

物理的変化、化学的変化、数学的変化、 

時間と空間全体に 4 番目の変化はない。 

宇宙には謎はない。 

しかし、儒教には冷酷なトリックがあり、 

物事を研究する仕事を人格と人間性に向けていた。 

もちろん、世界は人で構成されていて、 
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すべてが人間によって知覚され、 

人間の人性と人格の研究する事も正しいであり、 

しかし、人格、人間の心ある種の主観に陥りやすい、 

儒教の物事の研究は、 

客観的なものから主観的なものへと変化していた。 

唯物論からイデオロギーの考え方まで、 

唯物論はあまりにも早く理想主義に入った。 

 このように黄庭内景経を修行することはできませんが、 

より深く「グリッド化」する必要がある。 

人間の心は動いており、 

人間の本性も無限に変化し続けている。 

だから、儒教の研究は一種の泥だらけに陥るでしょう。 

  
黄庭内景功の修錬することは 

私たち自身の体を実践と研究の対象として置きている。 

具体的に何しようか？ 

私たちは無限に深く遠くにいる必要があり、 

そして、“幽”（無限な静か）も大事だ。 

善悪、白黒や是非がない、 

ただ流れ続き真実がある。 

  
修錬する途中、 

あなたは体内のある“部屋”に入り、 

一つ真実を発見し、 

あなたはそれを理解していると思っていた。 

この理解があなたの進歩の原動力が、 

それはあなたの進歩の障害でもあり、 

できるだけ早くそれを捨てて、 

より大きな贈り物を探しなさい。 

これが 3 番目のテクノロジーである“幽”と言うことだ。 

  
4.ポイント（点）の 4 番目の心理状態—寂（孤独の静か） 

“寂”の本質は、孤独と寂しさを理解することである。 

孤独であることを知っているが、 

でも私たちが本当に一人ではなく、 

私たちの中には神々がいる。 

あなたは一人で寂しい？回答は寂しくない。 

人が生まれる前に、 

私たちは無限の“面”から来ていた、 

その“面”は無限な宇宙、無限な時間、無限な空間であり、 

彼がどんな形であっても、 

彼はその無限な面と一体になるでしょう。 

  
特定の条件のため、私たちは 

その中の一つ面から独立したポイントに変わり、 

今では私たち一人一人と呼ばれている。 
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ですから、もし私たちが修錬しないで 

トレンドに従われば、 

今から百年後、 

私たちと言うものはもう存在しません。 

前に戻り、 

あなたはこう尋ねるかもしれません： 

誰もが練習しないでも良いでしょう？ 

練習しでも、しないでも、 

同じ宇宙の無限と共存するでしょう？ 

これは仙人になるよりはましではないか？ 

  
問題はここにあり： 

私たちの外見、私たちの死、 

練習しないと、受け身になる。 

私たちが個々の独立した魂を得るとき、 

ある種のイニシアチブが獲得した。 

私たちの体は 120 年で破壊される。 

しかし、私たちの魂は違い、 

生むことができ、何かをすることができるでしょう。 

私たちの“幽精”は、（後天的な神、後天的な活力、） 

ゆっくりと死ぬことができる。 

しかし、精神的な神、 

修錬の形で再び育てることができるでしょう。 

神は私たちの体の家に住んでいるとき、 

無駄にすることはできない、 

一旦家がなくなると、魂もなくなってしまう。 

その時、私たちの神々がまだ育てていないのは 

とても残念なことと思える。 

  
私たちは一つの面から来て、 

ポイント（点、即ち 1 人）になり、 

又、ポイントから散かした一つの面になるでしょう。 

しかし、これは受動的なものだ。 

私たちは人間として生まれているので、 

この神、魂、そして体のすべての神々がいて、 

ですから、私たちは流れに乗って消えることをいとわない。 

修練のプロセスでは、 

いわゆる深遠で人里離れた沈黙は 

私たちを孤独に感じさせることが、 

これは修錬する時に単なるプロセスであり、 

このいわゆる孤独をよく理解する必要がある。 

私たちは子供や孫に囲まれた人々のように、 

毎日食べて、飲んで、 

楽しんでだけではない。 

いま、世の中にゲームが多すぎ、 

毎日紹介される様々なビデオゲームを含み、 
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それらはすべて、人の表面にある 

動物の同じ欲求を満たしていて、 

孤独感を解消するために使用されている。 

ですから、現実にはより多くの人々が 

まだ動物のニーズを満たしていて、 

グループで生活するように、食欲を満たし、 

身体の快適さの追求、 

ある種の名誉や精神的な喜びも獲得している。 

そのように私たちはしない。 

私たちが修錬する時に、孤独は他人に見られていて、 

寂しさを一刻も早く解消したい、 

真理の理解から深く感知するまで、 

私たちは自分が最も活気のあることを知ってほしい。 

一人でも最も活気があるので、孤独と寂しさを超えられ、 

更に使用することができる。 

それは表面的な孤独を貫通した後、 

壊れたボイドの徹底的になることとも言える。 

  
したがって、この 4 番目の手法は非常に困難である。 

壊れているものがあれば、 

嘘に壊れているものもある。 

 では、ポイントの 4 番目の心理状態で 

病気の治療にどのように使用できるでしょうか。 

癌のように、 

あなたの“三魂七魄”の“覚魂”を使うことができるでしょう。 

“觉魂”と言うのは、感知する魂である。 

癌細胞には魂がなく、觉魂だけがあり、 

部分癌細胞には、觉魂もない、 

ただ生きるだけ。 

癌細胞には、魂がない、觉魂もない、 

生魂（ただ生きるだけ）によって支配されているケースが多い。 

がん細胞が特に活発の場合、觉魂があり、 

觉魂があっても、動物の觉魂の 100 万分の 1 でもない。 

  
だから私たちはそれを徹底的にわかなければいけない。 

それは４つのポイントは 

私たち自身を救うだけではありません、 

数え切れないほどの人を救う技術でもある。 

 

4 つのポイント（点）のテクニックは 

黄庭内景経の医学的原則、方法でもある。 

深い、遠い、幽、寂、4 つのポイントのテクニックが、 

楽しくて面白いであり、 

私はあなた達がそれを習得できることを願っている。 

  
5.「面」の 4 つの心理状態—高、渺、遼、曠 
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「面」の 4 つの心理状態：高、渺、遼、曠について、 

今日は、少しだけ言うことができる。 

今後、さらに詳しく説明する機会があるでしょう。 

春秋時代と戦国時代、 

道教は大きく 3 つの派閥に分けられた。 

1 つは列子修錬派。 

あらゆる種類の呪文や呪術が流行り、 

あらゆる種類の超能力、特殊機能などもあり、 

様々な治療法と様々な技術が素晴らしいであった。 

私たちの黄庭古禅書院は列子修錬派にもっと傾いている。 

二つ目は楊朱享楽派。  

彼らは人体のさまざまなニーズを取り、 

究極の楽しみを実現してみていた、 

すべてが最高である。 

そして、表面の楽しい追求から魂の奥底で革命を起こして、 

三魂七魄には入って、魂を改造し、再配置し、 

昇格させ、浄化することをした。 

これは全真教の劉仙人の練習方法に似ていた。 

 三つ目は荘子の逍遥派（自由自在派）。 

代表の荘子は周と名付けられ、战国时代の宋国人だ。 

「荘子」の記事が 33 篇が残っている。 

彼は「何もしないことで支配する」ことを提唱し、 

自然规律に従って、流れを手放し、 

名声を求めない、利益も求めない、生と死を無視する。 

  
「面」には 4 つの心理状態：高、渺、遼、曠。 

高は高いだけでなく、 

テクノロジーを 3 次元的に検討することもできる。 

自分で使用するだけでなく、 

病気の治療にも使用される。 

渺は、场面が広く大きいだけでなく、 

無限の小ささの世話もすること。 

小ささが単一物ではなく、 

現在の宇宙の形に似ている。 

地球は太陽と比較され、 

太陽はスイカのようで、 

地球はゴマのようなもの。 

太陽系は天の川と比較されたら、 

天の川は地球のようなもので、 

太陽系は地球上の一粒の塵のようなものだ。 

宇宙と比較して、 

それはさらに無限である。 

銀河全体が宇宙にあり、 

宇宙全体が地球のようであるならば、 

天の川は地球上のゴマでさえありません。 

したがって、渺はこのように理解していて良いでしょう。 
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遼は広大でオープンな場。 

 曠は伸び伸びの拡大であり、 

宇宙の本質でさえ、絶えず拡大していく。 

3000 年前の地球から、見た星は 

あなたが今見ているものより 5 から 6 倍密度が高い。 

3000 年後、私たちは 

星の 80％が見えなくなるのではないかと心配している。 

それは星たちが続けて遠く行くため。 

  
前の 4 つの心理状態があるから、 

後の 4 つの心理状態に対する、 

誰もが自由に発揮することを可能である。 

成功する方法の探求、 

イゴル自分を救う方法、 

他人の助ける方法も出来るでしょう。 

そして、「黄庭内景経」をメインラインとして、 

これらの 8 つの技術をまっすぐに実践することによって、 

真実に近づきになるでしょう。 

  
100 万人が同じ方法を修錬しているのも当然で、 

しかし、百万人の間では、 

3 人が同じ効果があると言ったら、 

それは変だ。 

最初の 4 つのテクノロジーは 

私からみんなにあげる魚だ、 

後の 4 つのテクノロジーは、 

魚を捕まえる技術である。 

皆さんがそれらを修錬してください。 

誰もが自分で 

それを完成させることができる。 

一時的にできない場合は、 

続けて練習すれば、 

できる日が必ず来るでしょう。 

  
今日は以上です、 

みんな頑張ってくれてありがとう！ 

                                
 

   Huangting Ancient Zen Academy 

   データの編集：Cheng Qingfeng 

                            2020 年 8 月 3 日 

東京、日本から中国広東省東莞市松山湖 
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